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概要：

技術基準は、社会に受け入れられ、実務で使われて初めて
効果を発現する。この社会への定着の難易は、技術の種類
や技術を使う業界の体質や技術者の能力などにより、大きく
左右される。その中で、建築分野はかなり難しい分野であり、
開発途上国における甚大な地震被害はそれを裏付ける。日
本では、全国的な建築基準を整備し、技術者の資格制度な
どの関連する制度の整備をしながら、約100年をかけて相当
レベルまで遵守される状況を作り出した。その間の取組みを
概観することにより、技術基準の社会への定着について考え
る。
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